
　 

　 
   

　
平
成
十
八
年
秋
の
叙
勲
（
十
一
月

三
日
付
）
・
褒
章
（
十
一
月
一
日
付
）
が

そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
、
加
東
市

か
ら
三
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

             

　
土
肥
さ
ん
（
東
垂
水
）
は
、
町
議

会
議
員
と
し
て
六
期
二
十
四
年

を
務
め
、
内
３
年
間
は
議
長
に

就
任
。
議
会
の
円
滑
な
運
営
、

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。 

             

　
中
西
さ
ん
（
窪
田
）
は
、
大
阪
大

学
医
学
部
付
属
病
院
で
放
射
線

技
師
と
し
て
放
射
線
に
よ
る
撮

影
の
技
術
、
機
器
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ 

    

Ｃ
Ａ
か
ら
の
依
頼
で
約
三
十
年

に
わ
た
り
発
展
途
上
国
か
ら
の

医
療
研
修
生
を
受
け
入
れ
指
導

す
る
な
ど
医
療
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。 

             

　
岩
崎
さ
ん（
社
）
は
、
県
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会
副
会
長
、
県
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
小
野
・
加
東
支

部
長
を
歴
任
。
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
精
励
し
、
身
体
障
害
児
の

機
能
回
復
施
設
で
運
動
療
法
を

行
う
な
ど
、
地
域
住
民
の
健
康

維
持
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 
     

　 
   

  

　
十
月
二

十
八
日
、

小
林
さ
ん

（
藤
田
）
が
、

自
衛
官
募 

集
の
相
談
活
動
環
境
の
改
善
や
、

自
衛
官
の
募
集
情
報
の
提
供
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
防
衛

庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
日
に
は
、

兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会
理
事

長
と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
行
い
、

子
ど
も
会
の
発
展
や
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
兵
庫
県
社
会
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

 

　 
    

　
十
月
二

十
六
日
、

神
戸
市
で

第
三
十
七

回
兵
庫
県

連
合
自
治

会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
寺
さ
ん

（
鳥
居
区
長
）
が
、
区
長
と
し
て
地

域
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
兵
庫
県
連
合
自

治
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

         
　
上
月
さ

ん
（
下
三
草

区
長
）
は
多

年
に
わ
た

り
、
兵
庫

県
連
合
自 

 

治
会
副
会
長
、
北
播
磨
地
区
自

治
会
連
合
会
長
を
務
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
退
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

     
 

　
冨
田
さ

ん（
松
尾
）
は
、

二
十
五
年
の

永
き
に
わ
た

り
道
に
捨
て

ら
れ
て
い

る
缶
を
収
集
し
、
三
十
台
以
上

の
車
椅
子
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
贈
。
環
境
美
化
や
明
る
い

地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
賞
は
、
県
内
在
住
の
満

九
十
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、

徳
行
に
優
れ
永
年
勤
労
に
励
み
、

現
在
も
引
き
続
き
社
会
的
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。 

    

　 
  

　丹
生
さ
ん

（
畑
）は
、
人

権
擁
護
委

員
と
し
て

永
年
に
わ

た
り
、
地
域
に
密
着
し
た
活
発
な 

 

 

 

人
権
擁
護
活
動
を
行
い
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

        

　
中
村
さ

ん（
上
三
草
）

は
、
社
柔

道
協
会
理

事
長
、
社

柔
道
少
年

団
監
督
と
し
て
柔
道
指
導
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
大
富
さ

ん（
多
井
田
）

は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と

し
て
障
害

者
作
業
所

で
の
作
業
、
訓
練
に
参
加
し
、

障
害
者
が
地
域
で
活
動
で
き
る

場
を
広
げ
地
域
理
解
を
進
め
る

な
ど
、
障
害
者
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
玉
井
さ

ん（
福
吉
）
は
、

永
年
に
わ

た
り
給
食

サ
ー
ビ
ス
の

配
送
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　 8

受
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

防
衛
庁
長
官
表
彰
 

兵
庫
県
社
会
賞
 

黄
綬
褒
章
表
彰
 

旭
日
双
光
章
表
彰
 

瑞
宝
双
光
章
表
彰
 

土 肥 千 穀 さん   

岩 崎 敏 彦 さん 

　  

中 西 省 三 さん   

小
林
勝
弘
さ
ん 

丹
生
恭
子
さ
ん 

中
村
直
義
さ
ん  

玉
井
　
正
さ
ん 

大
富
晴
子
さ
ん 

冨
田
安
三
さ
ん 

兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
表
彰
 

兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
感
謝
状
 

兵
庫
県
自
治
賞
 

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞
 

兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞
 

小
寺
義
之
さ
ん 

上
月
寛
三
良
さ
ん 
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天
神
里

づ
く
り
協

議
会
（
代
表

　
藤
原
義
典

さ
ん
）
は
、

地
域
住
民

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
検
討

す
る
な
ど
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
滝
野
手

話
サ
ー
ク

ル
鮎（
代
表

柳
下
久
枝

さ
ん
）
は
、

手
話
通
訳

を
行
う
と
と
も
に
、
小
学
校
の

総
合
学
習
の
講
師
を
務
め
、
手
話

の
普
及
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
藤
ち
ど

り
会（
代
表

藤
本
久
子

さ
ん
）
は
、

各
種
施
設

で
銭
太
鼓

を
使
っ
た
歌
、
踊
り
、
体
操
な

ど
の
慰
問
活
動
に
取
り
組
む
と

共
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
夏
祭
り
の

時
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
す
る
な
ど
、
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
丸
山
さ

ん（
下
滝
野
）

は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し

て
ひ
と
り

暮
ら
し
の

高
齢
者
宅
へ
給
食
サ
ー
ビ
ス
の

配
達
を
行
う
と
と
も
に
、
包
丁

研
ぎ
を
行
う
な
ど
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
石
田
さ

ん（
新
定
）は
、

平
成
六
年

か
ら
十
二

年
の
永
き

に
わ
た
り
、

と
ど
ろ
き
荘
の
玄
関
に
花
を
生

け
続
け
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

     

　
十
月
十
六
日
に
西
宮
市
で
開

催
さ
れ
た
平
成
十
八
年
度
兵
庫

県
更
生
保
護
大
会
に
お
い
て
、

次
の
方
々
が
各
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
は
、
更
生
保
護
事

業
に
従
事
さ
れ
、
非
行
の
防
止

や
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
支
援
な
ど
、

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

 

◆
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
＝

金
川
豊
一（
馬
瀬
）
◆
全
国
保
護
司

連
盟
会
長
表
彰（
内
助
功
労
）
＝
小

野
里
光
子
（
社
）
◆
神
戸
保
護
観
察

所
長
表
彰（
永
年
）＝
奥
野
優（
河
高
）

◆
神
戸
保
護
観
察
所
長
表
彰（
功
労
）

＝
稲
岡
幸
一（
社
）・
金
岡
英
明（
山

国
）
◆
神
戸
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

＝
稲
岡
輝
代
（
山
国
）・
服
部
信
子

（
屋
度
）・
小
林
泰
代
（
西
古
瀬
）
◆

兵
庫
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表

彰
＝
南
中
輝
代（
横
谷
） 

                          

                 

　
十
一
月
三
日
〜
五
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
加
東
市
菊
ま
つ
り
に

お
い
て
、
菊
花
盆
栽
展
に
出
品
さ

れ
た
五
百
九
作
品
の
中
か
ら
、

次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

【
総
合
花
壇
】 

◆
加
東
市
長
賞
＝
中
村
茂（
上
三
草
）

◆
兵
庫
県
知
事
賞
＝
中
村
玉
乃（
上

三
草
） 

【
大
菊
大
花
壇
】 

◆
農
林
水
産
大
臣
賞
＝
滝
野
南
小

学
校
◆
兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
園
長
賞
＝
高
尾
進
（
社
）
◆
み

の
り
農
業
協
同
組
合
長
賞
＝
神
戸

昭
夫
（
穂
積
）
◆
社
商
店
連
合
会
長

賞
＝
伊
藤
利
昭（
上
久
米
） 

 【
菊
盆
景
】 

◆
兵
庫
教
育
大
学
長
賞
＝
廣
瀬
龍

美（
大
門
）
◆
（財）
兵
庫
県
園
芸
・
公
園

協
会
理
事
長
賞
＝
中
村
茂（
上
三
草
） 

【
菊
盆
栽
】 

◆
兵
庫
県
菊
花
連
合
会
長
賞
＝
廣

瀬
龍
美（
大
門
） 

 【
競
技
花
】 

◆
兵
庫
県
社
農
林
振
興
事
務
所
長

賞
＝
三
原
幸
子
（
福
吉
）
◆
兵
庫
県

加
西
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所

長
賞
＝
上
月
勝
（
西
垂
水
）
◆
加
東

市
農
業
委
員
会
長
賞
＝
山
本
直
信

（
家
原
）
◆
社
花
と
緑
の
協
会
長
賞

＝
高
尾
進
（
社
）
◆
加
東
市
社
観
光

協
会
長
賞
＝
伊
藤
利
昭
（
上
久
米
）

◆
社
町
経
済
懇
話
会
長
賞
＝
依
藤

優（
上
中
） 

 【
大
菊
中
花
壇
】 

◆
加
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

賞
＝
伊
藤
利
昭
（
上
久
米
）
◆
神
戸

新
聞
社
賞
＝
山
本
悦
三（
家
原
） 

 【
福
助
一
本
仕
立
】 

◆
兵
庫
県
議
会
議
長
賞
＝
上
月
勝

（
西
垂
水
）
◆
兵
庫
県
東
播
土
地
改

良
区
理
事
長
賞
＝
高
尾
進
（
社
）
◆

加
東
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
＝

神
戸
昭
夫
（
穂
積
）
◆
加
東
市
連
合

婦
人
会
長
賞
＝
上
月
富
子（
西
垂
水
）

◆
国
華
園
賞
＝
菅
野
文
雄（
高
岡
） 

【
傘
づ
く
り
】 

◆
神
戸
新
聞
社
賞
＝
三
原
昭
元
（
福

吉
）
◆
社
町
商
工
会
長
賞
＝
藤
本
亮

吉
（
山
国
）
◆
加
東
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
賞
＝
井
上
勲（
山
国
） 

 【
自
由
作
品･

山
野
草
】 

◆
加
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

＝
古
河
実（
ひ
ろ
の
が
丘
） 

【
特
別
優
秀
賞
】 

中
村
茂（
上
三
草
）
山
　
正
夫（
上
久

米
）
米
田
小
学
校 

 

 

　 　 

兵
庫
県
更
生
保
護
大
会
表
彰
 

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞
 

　   

金川豊一さん 奥野　優さん 金岡英明さん 

小野里光子さん 稲岡幸一さん 稲岡輝代さん 

服部信子さん 南中輝代さん 

小林泰代さん 

石
田
竹
子
さ
ん 

丸
山
博
三
さ
ん  
天
神
里
づ
く
り
協
議
会
　
　  

藤
　ち
　ど
　り
　会
　
　　
　　   

滝
野
手
話
サ
ー
ク
ル
鮎
　
　  

兵
庫
県
く
す
の
き
賞
 

加
東
市
菊
花
盆
栽
展
 

崎崎 競



　 

子
ど
も
写
生
大
会
 

加
東
市
菊
ま
つ
り
協
賛
 

消
防
表
彰
者
 

  
　
永
年
に
わ
た
り
、
防
火
安
全

協
会
理
事
と
し
て
火
災
予
防
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
、

市
長
感
謝
・
協
会
長
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

方
々
で
す
。
　
　
　
（
敬
称
略
） 

◆
加
東
市
長
感
謝
＝
大
橋
完
（
ジ

ェ
イ
オ
ー
建
設
㈱
）・
伊
藤
俊
博

（
尾
花
石
油
㈱
）・
津
田
篤
男
（
み

の
り
農
業
協
同
組
合
）
・
荷
福
猛

徳
（
㈱
ア
サ
ヒ
ペ
ン
兵
庫
工
場
）・

平
尾
博
之
（
㈱
平
尾
工
務
店
） 

 

◆
加
東
防
火
安
全
協
会
長
表
彰
＝

稲
坂
利
文
（
㈱
稲
坂
歯
車
製
作

所
）・
和
藥
嘉
夫
（
和
藥
ペ
イ
ン
ト

㈱
）・
西
村
哲（
㈱
西
昌
　平
安
閣
）・

浮
村
俊
夫
（
㈱
宮
下
木
材
） 

      

　
菊
ま
つ
り
に
併
せ
て
開
催
さ

れ
た
子
ど
も
写
生
大
会
で
は
百

十
五
人
の
中
か
ら
次
の
み
な
さ

ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 

【
金
賞
】 

谷
村
蓮
花
（
社
保
育
園
）
三
好
右
京

（
社
幼
稚
園
）
今
井
顕
穂
（
附
属
小
一

年
）
中
村
夏
己
（
社
小
二
年
）
西
村

早
織
（
滝
野
南
小
三
年
）
大
畑
洸
紀

（
鴨
川
小
四
年
）
小
薮
佳
苗
（
鴨
川
小

五
年
）
油
井
綾
菜
（
滝
野
東
小
六
年
） 

 【
銀
賞
】 

大
畑
南
菜
子
（
鴨
川
児
童
館
）
若
浦

勇
樹
（
緑
ヶ
丘
保
育
園
）
柏
木
里
緒

（
社
小
一
年
）
大
畑
俊
樹
（
鴨
川
小
二

年
）
若
浦
愛
美
（
東
条
西
小
三
年
）

上
月
理
紗
子
（
社
小
四
年
）
稲
岡

早
紀
（
社
小
五
年
）
杉
浦
千
珠
子

（
福
田
小
六
年
） 

    

　
市
内
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、

環
境
問
題
を
考
え
る
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
九
十
七

点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
み
な

さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 
【
市
長
賞
】 

小
猿
奈
生
子
（
社
小
五
年
） 

         【
金
賞
】 

中
西
咲
貴
（
滝
野
東
小
四
年
）・
吉
田

安
里
紗
（
滝
野
東
小
四
年
）・
森
山
昇

斗（
社
小
五
年
）・
阪
脇
未
奈（
米
田
小

六
年
）・
小
坂
詩
音（
東
条
東
小
六
年
） 

 【
銀
賞
】 

藤
原
彩
楓（
三
草
小
四
年
）・
野
中
智

行（
滝
野
南
小
四
年
）・
小
林
華
恵（
福

田
小
五
年
）・
山
里
真
央
（
附
属
小
五

年
）・
大
橋
麻
亜
紗
（
社
小
六
年
）・

大
西
　
茂（
東
条
西
小
六
年
） 

　 【
銅
賞
】 

末
永
優
花（
社
小
四
年
）・
北
原
史
織

（
福
田
小
四
年
）・
中
村
友
紀
（
滝
野

南
小
四
年
）・
松
尾
優
樹
（
東
条
東
小

四
年
）・
磯
貝
桃
子
（
社
小
五
年
）・

中
村
羽
生
子
（
社
小
五
年
）・
長
濱

安
代
（
東
条
西
小
五
年
）・
山
本
真
由

（
東
条
西
小
五
年
）・
清
嶋
　
亮
（
附

属
小
六
年
）・
柳
　
秀
憲
（
附
属
小
六

年
）・
頃
安
朱
音（
滝
野
南
小
六
年
）・

石
原
あ
か
り（
東
条
東
小
六
年
） 

      

　
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
の
賞
状
を
書
か

れ
た
脇
坂
麗
玉
さ
ん
（
下
滝
野
）
が
、

日
展
の
第
五
科（
書
）
に
お
い
て
、

見
事
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
応
募

作
品
約
九
千
六
百
点
の
中
か
ら

七
六
〇
点
余
り
が
選
出
、
脇
坂

さ
ん
の
作
品
「
し
ま
な
み
海
道
」

は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。「
今
回
初
め
て
自
分

の
言
葉
で
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
入
選
し
た
こ
と
が
う
れ

し
い
で
す
。」
と
、
三
回
目
と
な

る
入
選
を
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。 
　 　

な
お
、
十
二
月
三
日（
日
）ま
で

滝
野
図
書
館
で「
麗
玉
会
　社
中
展
」

を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　 
              

　 
  

　
十
月
十
九
日
に
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
に
お

い
て
、
東
条
町
商
工
会
青
年
部

の
田
尻
一
平
さ
ん（
森
）
が
、
見
事

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
来
年
の
二

月
に
開
催
さ
れ
る
東
京
で
の
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。 

　
田
尻
さ
ん
は「
ゴ
ル
フ
の
ま
ち

『
東
条
』を
目
指
し
て
」と
題
し

て
発
表
を
行
う
予
定
で
、
全
国

大
会
出
場
に
つ
い
て「
地
元
Ｐ
Ｒ

の
絶
好
の
場
。
代
表
と
し
て
頑

張
り
ま
す
。」と
意
気
込
み
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　 
           

　 
  

　
十
月
二
十
六
日
に
福
井
県
で

開
催
さ
れ
た
全
国
保
育
研
究
大

会
で
、
河
高
保
育
園
が
「
発
達

障
害
児
と
歩
ん
で
」
と
題
し
研

究
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
の

中
か
ら
書
類
審
査
を
経
て
十
八

保
育
園
が
選
ば
れ
、
発
表
さ
れ

た
堀
内
ま
さ
子
先
生
は
「
職
員

全
員
の
取
り
組
み
が
、
今
回
の

発
表
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
成
長
が
、
私
た
ち

の
喜
び
で
す
。
」と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

      

　
十
月
二
十
四
日
、
兵
庫
県
選

抜
チ
ー
ム
が
日
整
全
国
少
年
柔

道
大
会
に
出
場
し
、
見
事
三
位

に
輝
き
ま
し
た
。 

　
選
抜
チ
ー
ム
に
は
、
社
柔
道

少
年
団
の
内
藤
翼
君
（
加
西
市
）
、

岡
田
大
希
君
（
上
滝
野
）
が
参
加
。

内
藤
君
は
市
長
か
ら
将
来
に
つ

い
て
尋
ね
ら
れ「
こ
れ
か
ら
も
柔

道
を
続
け
ま
す
」と
即
答
。
岡
田

君
も
「
体
が
小
さ
い
た
め
、
全

国
に
通
用
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ

だ
と
感
じ
た
。
も
っ
と
頑
張
り

た
い
」と
元
気
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 　 

第
三
十
八
回

日
展
に
入
選
！
 

環
境
問
題
を
考
え
る
ポ
ス
タ
ー
 

　  

10

市長賞　小猿奈生子さんの作品 

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
出
場
 

第
五
十
回

全
国
保
育
研
究
大
会
に
 

　
　
　
河
高
保
育
園
が
出
場
！
 

第
十
五
回
記
念
 

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
三
位
 

文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪
 


